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○ 松山東警察署庁舎等整備費 ２，５９０，３６９
県内最大の事案対策拠点かつ災害時の活動拠点となる松山東警察署の建替整備を行う。
1 ＳＲＣ10Ｆ 延面積 8,695.20㎡

Ｓ  4F 延面積 1,750.00㎡
W  2F 延面積 178.86㎡
W  1F 延面積 91.10㎡

2 事 業 期 間 平成30年度～令和6年度(令和5年2月に新庁舎で業務開始予定)
3 4年度事業 庁舎新築工事
（国1/2、県1/2)
（県有施設更新整備基金を充当）

交通安全施設等整備事業費 ４９２，６９０
交通管制センター 管制センター高度化更新など
信号機の高度化等 交通信号機改良など
通学路対策 交通信号機改良、横断歩道（高輝度）など
円滑化対策 交通信号機新設、灯器増灯など
（国1/2、県1/2）

○ 警察施設非常用発電設備等改修費 ３８，３４６
伊予警察署に非常用発電設備等を整備する。

〇 駐在所等庁舎整備費 １０４，７００
老朽・狭隘化した駐在所を改築する。
改築　駐在所　2か所
（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当）

◎ 警察ヘリコプターテレビシステム更新整備費 ３８８，７５６
平成15年度に整備したヘリコプターテレビシステムの地上設備を更新整備する。
1 本部設備更新 制御監視装置、映像受信装置など
2 中継設備更新 自動追尾受信装置、駆動制御装置など
3 簡易中継所撤去

車両整備費 ２４，３８５
車両の減耗更新 14台

県単独交通安全施設整備事業費 １９３，７６０
1 信号灯器新設・更新 （車両用灯器、歩行者用灯器）
2 道路標識新設・更新 （路側標識、大型標識）
3 道路標示新設・更新 （横断歩道、実線標示、図示標示）

〇 電線共同溝整備対策費 １６，２０８
電線類地中化に伴う信号機等の整備
1 整備場所 大洲市大洲地区 （大洲字中島～字本町一丁目　400ｍ）
2 事業内容 交通信号機

道路標識
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松山東警察署関連経費 ５３，９５８
開設時期 令和５年２月（予定）

◎ 松山東警察署庁舎初度設備費 ４０，６７３
備品整備 （44品目、956点）

◎ 松山東警察署庁舎新築移転経費 １３，２８５
庁用一般什器、装備資機材等の移転経費

警察安全相談員設置費 ２６，５５６
1 設置場所

警察本部及び6警察署　9人
2 業　　　務

ストーカー、ＤＶ問題等の各種警察安全相談など公権力を伴わない職務

交番相談員設置費 ８1 ，４５５
1 設置場所

22交番　28人
2 業　　　務

遺失物の受理、地理教示、各種相談など公権力を伴わない職務

スクールサポーター設置費 １２，３４８
1 設置場所

警察本部及び2警察署　4人
2 業　　　務

少年の非行防止及び立ち直り支援、少年い集場所解消対策、学校等における児童生徒の
安全確保対策、地域安全情報の把握と提供など公権力を伴わない職務

犯罪被害者対策費 １，２２９
1 被害者への情報提供及び精神的被害回復への支援

被害者用手引書、カウンセリングアドバイザー3人、被害少年サポーター22人など
2 捜査過程における二次的被害の防止及び軽減

犯罪被害者等への一時避難場所の確保に係る経費の公的負担など

◎ バーチャルリアリティ体験型自転車講習実施費 ３，５０４
自転車事故防止を図るため、体験型講習に必要な機器を整備する。
1 整備内容 自転車事故を疑似体験できるVR機器　17セット
2 整備場所 警察本部及び全16警察署
（「三浦保」愛基金を充当）

◎ サイバー犯罪疑似体験事業費 ５，５９８
サイバー犯罪の被害防止を図るため、体験型講習に必要な機器を整備する。
1 整備内容 サイバー犯罪を疑似体験できる機器（体験型コンテンツを含むタブレットなど）
2 整備場所 警察本部
（「三浦保」愛基金を充当）



○ 航空機点検管理費 ８８，７７１
警察用航空機の12か月点検及び3200時間点検整備に要する経費

通信指令システム運用費 １１７，０９８
1 地図情報検索システム 5 長時間録音装置
2 固定・携帯電話発信地表示システム 6 カーロケータシステム
3 110番情報管理装置 7 緊急配備システム
4 110番署端末 8 大型表示システム　など

放置車両確認事務委託費 １５，７８５
良好な駐車秩序の確立を図るため、放置車両確認事務を民間委託する。
1 委託業務 違反事実の確認及び標章取り付け
2 委託法人 駐車監視員資格取得者を雇用し、公安委員会へ登録している法人
3 委託区域 松山東・今治警察署管内




